
▲道の駅阿賀の里の船着き場にて

阿賀の宝もん
★発掘レポート

阿賀野川の歴史や文化、人や暮らし、自然環境…
などを流域の未来に生かす取組を掲載。

特集
2

第9回

　

今
か
ら
15
年
ほ
ど
前
、ち
ょ
う
ど
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気

番
組「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」が
始
ま
る
頃
、伊
藤
頼
子
さ
ん

は
新
潟
の
ま
ち
あ
る
き
に
関
心
を
持
ち
始
め
、実
際

の
イ
ベ
ン
ト
に
何
度
か
参
加
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
当

時
か
ら「
も
し
自
分
が
ガ
イ
ド
だ
っ
た
ら
、こ
う
案
内

し
よ
う…

」と
い
う
思
い
が
、す
で
に
芽
生
え
始
め
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

地
域
の
歴
史
や
地
理
に
根
ざ
し
た
ま
ち
あ
る
き
へ

の
関
心
を
さ
ら
に
深
め
た
伊
藤
さ
ん
は
、「
に
い
が
た

市
民
大
学
」で「
新
潟
学
」を
受
講
し
た
後
、ガ
イ
ド
養

成
講
座
を
経
て
、平
成
26（
２
０
１
４
）年
に「
新
潟
シ

テ
ィ
ガ
イ
ド
」と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。ま
た
、同
じ

頃
、地
元
・
新
潟
市
江
南
区
の
沢
海
地
区
で
ま
ち
あ
る

き
ガ
イ
ド
の
団
体
が
立
ち
上
が
り
、そ
の
代
表
に
も

就
任
し
ま
し
た
。

　
バ
ー
ド
来
日
１
４
０
周
年
を
前
に

　　

ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
し
始
め
た
伊
藤

さ
ん
が
、イ
ザ
ベ
ラ・
バ
ー
ド
に
深
く
関
わ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、バ
ー
ド
来
日
１
４
０
周
年（
平
成
29

※P.5～6のキャプション（出典や提供先）の記載がない写真はすべて伊藤頼子氏提供

▲ゲストによる様 な々プレゼン（解説）が行われました！

新潟イザベラ・
バード研究会

代表 伊藤 頼子新潟イザベラ・バード研究会 さん

　新潟市江南区生まれ、会社員。みるみる沢海まちあるき
ガイド代表や新潟シティガイドを務める傍ら、2019年に新
潟イザベラ・バード研究会を立ち上げ、代表として活動。

▲川幅が広がった阿賀野川の下流 ▲上流にある旧鹿瀬工場

▲蛇行して流れる阿賀野川の中流 ▲阿賀野川上流の屈曲部

次
ペー
ジ
へ
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東京

大内宿

栃木

南会津
日光

車峠

山形
村山
新庄
横手
六郷

秋田
大館

青森
黒石

函館
森

長万部

室蘭

苫小牧 平取

黒川
木崎
新潟
津川

▲

バ
ー
ド
の
北
日
本
踏
査
の
ル
ー
ト船移動

　イザベラ・バードは、イギリス生まれの旅
行家・紀行作家で、ハワイ諸島やロッ
キー山脈を探検後、明治11（1878）年
に日本への大旅行を決行し、「日本奥
地紀行」を著しました。
　5月20日に来日したバードは、北日
本の踏査及び関西旅行をへて、12月
まで日本に滞在しました。なお、北日本
の踏査には、通訳兼従者の伊藤鶴
吉氏が同行しています。
　また、新潟県内では、阿賀町津川
から阿賀野川を船で下り、小阿賀野
川・信濃川を通って新潟町に滞在し
た後、木崎・黒川をへて、十三峠から
県外へ移動しました。

イザベラ・バードについて

伊藤鶴吉 氏
バードの通訳兼従者「伊藤」こと

「近世名士写真 其1」（近
世名士写真頒布会）掲載

※当該ルートは「イザベラ・
バード紀行『日本奥地紀行』
の謎を読む」（著者：伊藤孝
博／無明舎出版）に掲載さ
れたバードの北日本踏査の
全旅程図を参照して作成。

イザベラ・バード
「阿賀の里（下）」（東蒲原郡史編さん委員会）掲載

▲

バ
ー
ド
と
通
訳
・
伊
藤
の
お
面

を
手
に
す
る
伊
藤
頼
子
さ
ん

URL： https://youtu.be/M_lnkcKYPyY

【自然・現在編】

15:00～17:30

水の駅「ビュー福島潟」事務局長

佐藤 安男氏
阿賀まちづくり株式会社 代表

堀口一彦氏
阿賀町農林課長

江花 一実氏

ゲスト ※上掲写真
左から…

ドローンの視点で
阿賀野川を上流から下流ま

で下る動画を見ながら、阿賀

野川の自然・現在を語り合う

鳥
の
目
線
で
大
河
を
下
っ
て

　　

小
型
の
ド
ロ
ー
ン
を
地
表
100

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
ま
で
飛
ば

し
、阿
賀
野
川
を
上
流
か
ら
下
流

ま
で
下
る
鳥
の
目
線
と
な
っ
て
撮

影
し
た
動
画
を
眺
め
な
が
ら
、阿

賀
野
川
の
自
然
や
地
理
、現
在
の
取

組
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
視
聴
者
の
中
に
は
、阿
賀

野
川
を
上
空
か
ら
眺
め
た
動
画
に

驚
か
れ
た
方
も
多
く
、ゲ
ス
ト
の

方
々
か
ら
多
様
な
解
説
も
な
さ
れ

た
こ
と
で
、阿
賀
野
川
へ
の
多
角
的

な
理
解
が
促
さ
れ
ま
し
た
。

YouTube当日の様子を でご覧になれます！

　次のURLもしくはQRコー
ドからご覧いただけます。
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〔
２
０
１
８
〕年
）で
し
た
。そ
の
前
年
暮
れ
に
、ま
ち

あ
る
き
グ
ル
ー
プ「
路
地
連
新
潟
」代
表
の
野
内
隆
裕

さ
ん
か
ら
、「
こ
の
本
を
読
ん
で
み
て
。新
潟
と
バ
ー

ド
の
関
係
に
着
目
す
る
と
面
白
い
か
も
」と
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、伊
藤
さ
ん
は
野
内
さ
ん
か
ら
薦
め
ら

れ
た「
日
本
奥
地
紀
行
」を
手
に
と
っ
て
み
た
の
で
す
。

 「
こ
れ
ま
で
の
抄
訳
本
で
は
、新
潟
の
記
述
が
か
な

り
省
略
さ
れ
て
い
ま
し
た
。で
も
、野
内
さ
ん
お
薦

め
の
金
坂
先
生
の
完
訳
本（※

上
掲
写
真
参
照
）に

目
を
通
す
と
、実
は
バ
ー
ド
が
か
な
り
の
文
量
を

さ
い
て
新
潟
を
詳
細
に
記
述
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
ん
で
す
」

　

こ
の
バ
ー
ド
に
よ
る「
新
潟
の
記
述
」を
も
と
に
、

県
内
各
地
を
つ
な
ぐ
新
し
い
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

起
こ
せ
る
の
で
は…

…

と
考
え
た
伊
藤
さ
ん
は
、平

成
30
年
に
入
る
と
早
速
行
動
を
開
始
し
ま
す
。完
訳

本
を
執
筆
さ
れ
た
金
坂
先
生
と
の
親
交
を
野
内
さ

ん
と
と
も
に
深
め
つ
つ
、地
域
の
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ

ド
団
体
と
連
携
し
て
野
内
さ
ん
の
協
力
も
得
な
が

ら
、「
津
川
か
ら
新
潟
へ
の
ル
ー
ト
」と「
新
潟
か
ら

木
崎
・
黒
川
へ
の
ル
ー
ト
」の
２
回
に
わ
た
る
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
、確
か
な
手
応
え
を
感
じ

ま
し
た
。

　
新
潟
イ
ザ
ベ
ラ・バ
ー
ド
研
究
会
の
立
ち
上
げ

　　

新
潟
開
港
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
令
和
元（
２
０

１
９
）年
、伊
藤
さ
ん
は「
新
潟
イ
ザ
ベ
ラ・
バ
ー
ド

研
究
会
」を
立
ち
上
げ
、「
イ
ザ
ベ
ラ・
バ
ー
ド
で
つ
な

が
る
ま
ち
あ
る
き
」の
企
画
運
営
に
乗
り
出
し
ま

す
。「
イ
ザ
ベ
ラ・
バ
ー
ド
が
見
た
明
治
の
新
潟
を
歩

く
」と
題
し
て
、バ
ー
ド
が
た
ど
っ
た
ル
ー
ト
上
に
あ

る「
津
川
」「
沢
海（
小
阿
賀
野
川
）」「
大
野（
信
濃

川
）」「
新
潟
」「
木
崎
」「
黒
川
」と
い
っ
た
各
地
域
の
ま

ち
あ
る
き
を
計
６
回
、５
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
に

か
け
て
２
ヶ
月
近
く
に
わ
た
り
開
催
し
、県
内
外
の

参
加
者
だ
け
で
は
な
く
、各
地
域
か
ら
も
大
き
な
反

響
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

続
く
令
和
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
開
催
を
見
合
わ
せ
た
も
の
の
、令
和
３
年

に
は
若
干
規
模
を
縮
小
し
つ
つ
県
内
参
加
限
定
で

再
開
し
、多
く
の
人
々
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
バ
ー
ド
の
目
線
を
通
じ
て
広
域
連
携
を

　「
バ
ー
ド
に
は
、あ
の
時
代
に
世
界
を
股
に
か
け
て
、

異
国
の
地
を
一
人
で
冒
険
す
る
好
奇
心
や
胆
力
、集

中
力
が
あ
っ
て
、現
代
の
私
た
ち
か
ら
見
て
大
変
魅

力
的
な
人
物
で
す
。一
方
、観
光
や
地
域
づ
く
り
の
面

か
ら
見
る
と
、バ
ー
ド
と
い
う
目
線
を
通
じ
て
各
地

域
を
見
つ
め
直
し
た
り
、広
く
つ
な
い
だ
り
で
き
る

ん
で
す
。そ
の
意
味
で
、新
潟
イ
ザ
ベ
ラ・
バ
ー
ド
研

究
会
は
組
織
・団
体
と
い
う
よ
り
も
、各
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
や
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
存
在
で
す
ね
」

　

そ
う
語
る
伊
藤
さ
ん
は
現
在
、週
末
に
新
潟
シ

テ
ィ
ガ
イ
ド
を
務
め
つ
つ
、令
和
４（
２
０
２
２
）年

の「
バ
ー
ド
で
つ
な
が
る
ま
ち
あ
る
き
」の
開
催
に

向
け
た
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 「
今
後
は
、ぜ
ひ
県
や
自
治
体
に
も
加
わ
っ
て
も
ら

い
、看
板
な
ど
の
検
討
が
進
め
ら
れ
る
と
良
い
で

す
ね
。ま
た
、バ
ー
ド
が
た
ど
っ
た
県
外
地
域
と
も
、

い
ず
れ
つ
な
が
り
た
い
で
す
ね
」

2022年「バードでつながるまちあるき」開催情
報は詳細が決まり次第、新潟イザベラ・バード
研究会の公式facebookに掲載予定です。

URL： https://www.facebook.com/niigata.BIRD

▲

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
見
た
明
治
の
新
潟
を
歩
く
２
０
２
１
チ
ラ
シ

▲新潟を来訪した、完訳本訳者の金坂清則先生（写真中央）。写真右から２人目が伊藤頼子
さん、写真左が野内隆裕さん。写真背景は阿賀野川の本尊岩。

▲完訳 日本奥地紀行（イザベラ・
バード著/金坂清則訳注/平凡社）

ライブ配信
のお知らせ
直近で配信されるオン
ライン・ライブの情報

をお届けします

阿賀野川オンラインツアー
振り返り配信

19:00～21:00
3（日）4

阿賀野川オンラインツアーで流した２つの映像。
その完全版を一挙に上映するオンライン配信です。

配信方法

配信日時

▲バード目線の映像 ▲ドローン視点の映像

&
ゲスト

YouTubeライブ配信

2022.4.3（日）19:00～21:00

主  催

伊藤 頼子 さん新潟イザベラ・
バード研究会 代表 野内 隆裕 さん路地連

新潟 代表

URL： https://youtu.be/bE-OEGtXnOI

アフタートーク
※申込不要、当日、次のURLまた
はQRコードからご覧ください。

阿賀野川エコミュージアムを目指す
流域再生フォーラム（第10回） 

（※筑波大学附属坂戸高等学校）

オンライン配信します!の開催内容を

2022

2019年夏、教育旅行で阿賀町を訪れた筑波大学附属坂戸高等学校。
彼らは町の人 と々の交流を通じて、阿賀町の魅力や課題、そして、新潟
水俣病の光と影を学びました。
ここ2年は新型コロナウイルス感染拡大の影響で、阿賀町への教育旅
行は中止されていますが、このたびオンライン会議システム「Zoom」を
活用し、「新潟水俣病の光と影に向き合う」というテーマで、高校生た
ちと阿賀町関係者がリモート交流会を開催することになりました。

つきましては、当日の様子をYouTubeでオンライン配信いたしますので、興味をお持ちの方は、下記のとおりご視
聴いただければ幸いです（※お申し込みが必要です）。

配信方法 YouTubeライブ配信 配信日時 2022.3.16（水）13:30～15:30（予定）

主催   新潟県
共催   筑波大学附属坂戸高等学校
運営   一般社団法人あがのがわ環境学舎
　　   一般社団法人Raise your Flag
協力   ㈱JTB川越支店・阿賀町役場・
　　   黎明学舎

お問合せ

参加方法

※いただいた個人情報は、「阿賀流域・連続ツアー講座」及び「阿賀野川エコミュージアムを目指す流域再生フォーラ
ム」の開催案内や実施、及び、「阿賀野川え～とこだより」の送付を目的とした用途以外に使用することはありません。

右のQRコード（または下のURL）から、お申し込み願います。お申込
された方には、YouTubeライブ配信の視聴用URLを送信いたします。

URL： https://forms.gle/p7anp3nujKLgfxVg9


